
第１３６号 ２０２４年１月６日発行          ＮＰＯ法人・富士山自然学校 ℡090-2740-4000 

富士山自然学校通信 1・2月号  

【新年のご挨拶】 

新年おめでとうございます。 

昨年は５月８日にコロナが「５類感染症」に移行し、行動制限が緩

和されたことで山中湖も賑わいをみせるようになり、学校団体のツ

アーが復活してきました。天候にも恵まれ、ほとんどのツアーを実施

することができました。９月には久しぶりの会食懇親会も実施でき

ました。 

一方、会員の高齢化で従来通りの対応が難しくなっている問題も

増えつつあります。次年度に向けて会員の皆様のご意見を伺いながら対処していきたいと考えております。本

年もよろしくお願い致します。 

                                        理事長 阿部素直 

【１２月の行事より】 

１２月４日（月）冬季講座「富士山に生息する鳥類とその生態」 講師 水村春香 氏 

講師の水村先生は、今年度大学院を終え富士山科学研究所に勤務された若い方で、ご自身の研究の一端をわ

かりやすく説明して下さいました。以下、その概要です。 

始めに、鳥は夜行性の動物と違って昼行性で出会う機会が多く、よく鳴くの

で気付きやすく、人と出会っても逃げないなど、人間にとって身近な存在であ

る。富士山麓は奥日光・軽井沢と並ぶ三大探鳥地で、1934 年には、須走で日本

最初の探鳥会もひらかれている。富士山は標高差があり、裾野も広いため、垂

直・水平両方向に広く鳥が分布し、600種といわれる日本の鳥の内、190種ほど

が見られる。高山帯（2500ｍ以上）ではイワヒバリ・ホシガラス等が見られる

が、若い火山で砂礫地が多いため、日本アルプスなどに比べ鳥は少ない。亜高山帯（1600～2500ｍ）ではルリ

ビタキ・ビンズイ・メボソムシクイ等が繁殖のために飛来する。山地帯（1000～1600ｍ）ではキビタキ・オオ

ルリ・コルリ・アカゲラ等、夏鳥の重要な繁殖地となっている。里山（700～1200ｍ）では草原にはホオジロ

等、農地にはモズ・スズメ等が生息するが、鹿の食害で鳥が減少している。 

キビタキ・オオルリ等の夏鳥は繁殖のため夏季に飛来し、冬季には東南アジ

アへ帰る。逆に、山中湖の水鳥などは冬季に北方から飛来する。その渡りの

メカニズムは、遺伝的なものと考えられるが、どのように渡りのルートを身

に付けるのかは不明。 

 ＜二次草原と鳥＞二次草原は自然草原（乾燥地、雨量が多いと山林化する）

に対して人の手で維持されている草原で、牛馬の飼料や茅葺き屋根の資材と

して利用されてきた。最近は利用されなくなり減少している。 

梨ヶ原や根原（朝霧草原）などの火入れ草原には鳥が多く生息している。 

 ＜草原にすむヨタカの生態＞ヨタカは明るい森林に生息し、裸地に産卵する特性がある。夜行性で現在は準

絶滅危惧種。梨ヶ原には裸地が多く、繁殖が確認されている。 

 ＜森林での鳥類調査＞富士山・中の茶屋周辺で異なる森林を調査した。アカマツ林とカラマツ・ミズナラ等

の落葉樹林を比較すると、落葉樹林の方が種別・個体数共に鳥が多い。両森林で録音した鳥の鳴き声について、

どちらが心地良いかとの問いに、落葉樹林の方を支持する声が多かった。 

 参加者は１５名で、会員外の方が３名いらっしゃいました。 



【アイスキャンドルについてお願い】 

本年も山中湖の冬のイベントとしてアイスキャンドルが実施される予定で、観光協会より自然学校に対し

て協力要請がありました。つきましては、この時期に山中湖に滞在される会員の皆様のご協力をお願い致し

ます。（なお、ポスター等でアイスキャンドルが 2 月 11 日・12 日の両日開催の予定とされていましたが、 
検討の結果、従来通りの一日開催となりました） 
 
１．アイスキャンドル予定日…２月１１日（日）夕方 
２．アイスキャンドル実施内容…ほぼ昨年と同様（原っぱのみ） 

  →アイスキャンドル総数 小キャンドル 1100 個、中キャンドル 18 個、大キャンドル 10 個  
＊観光協会の意向で規模に変更が生じる可能性があり、作業時間等が変わる場合もあります 

３．お手伝い要請内容…お手伝い可能な方は、事務局までご連絡下さい 
 ・ペットボトル・牛乳パック成形作業（場所は昨年同様、ステージ２階控室） 

   １月２２日（月）・２３日（火） １０時～１２時             

   （ペットボトルは地元飲料水メーカーから提供される「傷もの未使用・ラベル無し」を使用）    
 ・牛乳パック水入れ作業 

   ２月３日（土）９時半 ステージ２階控室、集合 

          １２時半頃終了予定 
 ・イベント当日（冷凍パック開封、配列、点火） 

   ２月１１日（日）１３時半 ステージ２階控室、集合                 

           １７時頃終了予定 

 ＊この他に、大・中キャンドル用の氷作り（70 ﾘｯﾄﾙ・15 ﾘｯﾄﾙのﾎﾟﾘﾊﾞｹﾂ使用）を 1 月 27 日（土） 
～2 月 1 日（木）の期間で行う予定です 

 

【２月の予定】 

２月２１日（水）冬の野鳥観察会（会員観察会） 

  ９時３０分 きらら管理棟集合（双眼鏡をお持ちの方はご持参下さい） 

        高浦さんのガイドで湖畔の野鳥・水鳥を観察する予定です 

→参加される方は２日前までに事務局までご連絡下さい   

 

＊会員集会（月例会）は１月～3 月はお休みです。次回は４月８日（月）の予定です。  

 

 


